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経営の推移
年次 経営活動の内容

S56年 程内地区において、農家５軒で「程内養豚団地」が形成される。そのうち、冨永氏はSPFの
育成豚を150頭導入し、山冨団地（山口秀雄、冨永治）という名称で養豚経営をスタート

S59年 本人の結婚と同時に協同施設を除き、山口氏と経営を分割

経済連（現全農えひめ）、ＪＡと共に「内子風味豚」という銘柄豚として契約販売を開始
した。

愛媛県総合畜産共進会にて、農林水産大臣賞の優秀賞を受賞した。

H4年 養豚経営診断ソフト「トントンアップ」を導入し、自ら経営診断を行なう。

H7年 日本ＳＰＦ豚協会より、ＳＰＦ農場の認定を受けた。また、分娩舎を高床式分娩ストール
に改造した。

H8年 総合資金の借入償還が終了した。

H13年 第10回愛媛農林水産賞の優秀賞を「程内養豚団地」（４戸）が受賞した。

H16年 JA愛媛養豚経営者協議会の特別表彰を受賞

H2年



繁殖、分娩豚舎



項目　　　　　　　　　年 2001 2002 2003 2004 2005 平均

1腹当り正常産子数（頭） 10.6 10.7 10.8 11.6 11.8 11.1

1腹当り離乳頭数（頭） 9.5 10.0 10.3 11.1 11.0 10.4

年間分娩回転数 2.28 2.07 2.48 2.38 2.31 2.30

育成率（％） 90.9 91.0 95.8 94.0 95.1 93.4

母豚1頭当り出荷頭数（頭） 20.8 20.0 23.4 24.7 24.2 22.6

技術成績（繁殖）



肥育豚舎



項目　　　　　　　　　年 2001 2002 2003 2004 2005 平均

上物率 56.5 69.0 66.1 67.1 62.8 64.3

平均枝肉重量 69.6 72.1 71.6 71.8 70.8 71.2

ＤＧ（ｇ） 512.4 536.9 553.1 578.8 548.7 546.0

農場要求率 3.24 3.06 3.27 3.09 3.17 3.17

母豚当り年間枝肉重量 1,447.7 1,439.4 1,675.6 1,774.1 1,715.5 1,610.5

技術成績（肥育）



過去５年間の生産活動の推移

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

3 3 3 3 3

73.6 70.2 67.3 65 65.8

1,531 1,401 1,575 1,606 1,594

51,671,375 47,261,978 44,807,988 51,306,049 53,352,326

主産物の売上高
（円）

50,892,884 46,583,320 44,222,735 50,668,495 52,553,561

畜産部門の総売上高（円）

畜産部門労働力員数（人）

飼養頭羽数（母豚頭数）

販売・出荷量等（頭）



地養素



新風味豚



豚舎の様子



パソコンによる経営診断



斜面乾燥場



内子フレッシュパーク・からり



レストランからり



御調の森水車小屋



家族写真（冨永治・悦子）


